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定時制
ていじせい

課程
か て い

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
１ 学校

がっこう
選
えら

びに当
あ

たって 
  学校

がっこう

選
えら

びに当
あ

たっては、以下
い か

のことに留意
りゅうい

しましょう。 

 (1) 各学校
かくがっこう

の特 色
とくしょく

を十 分
じゅうぶん

理解
り か い

して学校
がっこう

を選ぶ
え ら ぶ

 
   定時制

て い じ せ い

高校
こうこう

には、普通科
ふ つ う か

、専門
せんもん

学科
が っ か

（農 業
のうぎょう

・工 業
こうぎょう

・ 商 業
しょうぎょう

・情 報
じょうほう

・併合
へいごう

・産 業
さんぎょう

）及
およ

び総合
そうごう

学科
が っ か

の学校
がっこう

が

あります。また、昼間
ひ る ま

に学
まな

べる学校
がっこう

もあれば、夜間
や か ん

に学
まな

べる学校
がっこう

もあり、単位
た ん い

の修 得
しゅうとく

方法
ほうほう

によって学年制
がくねんせい

、

単位制
た ん い せ い

という違
ちが

いもあります。 

   様々
さまざま

なタイプの学校
がっこう

がある中
なか

で、自分
じ ぶ ん

に合
あ

った学校
がっこう

を選
えら

ぶためには、事前
じ ぜ ん

にどういう学校
がっこう

か、十 分
じゅうぶん

確認
かくにん

し、理解
り か い

しておくことが大切
たいせつ

です。 

 (2) 自分
じ ぶ ん

の適性
てきせい

・能 力
のうりょく

・進路
し ん ろ

・学 習
がくしゅう

環 境
かんきょう

などをよく 考
かんが

えて学校
がっこう

や学科
が っ か

を選
えら

ぶ 
例
たと

えば、大学
だいがく

や短期
た ん き

大学
だいがく

への進学
しんがく

を 考
かんが

え、普通科
ふ つ う か

の高校
こうこう

を選
えら

ぶことも良
よ

いでしょう。また、専門
せんもん

の知識
ち し き

・

技能
ぎ の う

を身
み

に付
つ

け、一日
いちにち

でも早
はや

く社会
しゃかい

で活躍
かつやく

するためには、専門
せんもん

学科
が っ か

の高校
こうこう

が適
てき

しているでしょう。もちろ

ん、専門
せんもん

学科
が っ か

の高校
こうこう

から大学
だいがく

への進学
しんがく

も可能
か の う

です。さらに、 働
はたら

きながら学
まな

ぶためには、勤務地
き ん む ち

と学校
がっこう

の場所
ば し ょ

を 考
かんが

えて学校
がっこう

を選
えら

ぶことも必要
ひつよう

です。 

＊ 転勤
てんきん

その他
た

の事情
じじょう

で通学
つうがく

することが困難
こんなん

になった場合
ば あ い

、すぐに中途
ちゅうと

退学
たいがく

などの進路
し ん ろ

変更
へんこう

をしないで、

担任
たんにん

の先生
せんせい

やこの入 学
にゅうがく

案内
あんない

の表紙
ひょうし

の裏
うら

に記載
き さ い

してある、都立
と り つ

高校
こうこう

入試
にゅうし

相談
そうだん

コーナー又は東京都
とうきょうと

教 育
きょういく

相談
そうだん

センターに御相
ご そ う

談
だん

ください。最善
さいぜん

の道
みち

を見付
み つ

けましょう。 
 

２ 学費
が く ひ

はどのくらいかかるか 
(1) 授 業 料

じゅぎょうりょう
 （学年制

がくねんせい

：年額
ねんがく

 32,400円
えん

、単位制
た ん い せ い

：1単位
た ん い

当
あ

たり 1,740円
えん

） 

平成
へいせい

26年度
ね ん ど

入学生
にゅうがくせい

から、高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

制度
せ い ど

（以下
い か

「就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

」といいます。）が導 入
どうにゅう

されま

した。就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

は、保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

の「区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の課税
か ぜ い

標 準
ひょうじゅん

額
がく

×６％－区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の調 整
ちょうせい

控除
こうじょ

の額
がく

」

が３０万
まん

４,２００円
えん

（年 収
ねんしゅう

目安
め や す

約
やく

９１０万円
まんえん

）未満
み ま ん

の世帯
せ た い

が対 象
たいしょう

で、認定
にんてい

された場合
ば あ い

、学校
がっこう

に就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

を支給
しきゅう

することで、生徒
せ い と

の授 業 料
じゅぎょうりょう

が無料
むりょう

になる制度
せ い ど

です。手続
てつづき

を 行
おこな

わない場合
ば あ い

、授 業 料
じゅぎょうりょう

を御負担
ご ふ た ん

いただ

くことになります。 

なお、 標 準
ひょうじゅん

修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

（48月
つき

）を超
こ

えて在
ざい

学
がく

している方
かた

は、就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

の対 象
たいしょう

になりません。 

標 準
ひょうじゅん

修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

を超えて
こ    

在学
ざいがく

し、過去
か こ

に中途
ちゅうと

退学
たいがく

をしたことがある方
かた

は、学
まな

び直
なお

し支援
し え ん

金
きん

制度
せ い ど

により、卒
そつ

 

 

 

定時制
て い じ せ い

課程
か て い

とは、 

夜間
や か ん

、その他
ほか

定
さだ

められた時間帯
じ か ん た い

に授 業
じゅぎょう

を行
おこ

う課程
か て い

のことで、 修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

は３年
ねん

以上
いじょう

です。 

○ 都立
と り つ

高校定
こうこうてい

時制
じ せ い

課程
か て い

には、夜間
や か ん

に学
まな

ぶ学校
がっこう

のほか、昼間
ひ る ま

に学
まな

べる学校
がっこう

もあります（授 業
じゅぎょう

時間
じ か ん

に

ついては、「４ 授 業
じゅぎょう

時間
じ か ん

はどのようになっているか」を参 照
さんしょう

）。 

○ 都立
と り つ

高校定
こうこうてい

時制
じ せ い

課程
か て い

には、１年
ねん

ごとに定
さだ

められた単位
た ん い

を修 得
しゅうとく

すると次
つぎ

の学年
がくねん

に進 級
しんきゅう

でき、４

年
ねん

（一部
い ち ぶ

は３年
ねん

）を 修 了
しゅうりょう

すると卒 業
そつぎょう

できる「学年制
がくねんせい

」の学校
がっこう

と、学年
がくねん

の区別
く べ つ

がなく、卒 業
そつぎょう

ま

でに決められた単位
た ん い

数
すう

を修 得
しゅうとく

すれば卒 業
そつぎょう

できる「単位
た ん い

制
せい

」の学校
がっこう

とがあります。 

○ 都立
と り つ

高校定
こうこうてい

時制
じ せ い

課程
か て い

では、 修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

を４年
ねん

とする学校
がっこう

が多
おお

いですが、一部
い ち ぶ

の学校
がっこう

では、高等
こうとう

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

程度
て い ど

認定
にんてい

試験
し け ん

の合格
ごうかく

科目
か も く

や、 昼
ちゅう

夜間
や か ん

定時制
て い じ せ い

高校
こうこう

における他部
た ぶ

の科目
か も く

の履修
りしゅう

による単位
た ん い

認定
にんてい

等
とう

の方法
ほうほう

により、３年
ねん

で卒 業
そつぎょう

する道
みち

が開
ひら

かれています。３年
ねん

で卒 業
そつぎょう

できる学校
がっこう

について

は、「都立
と り つ

高校定
こうこうてい

時制
じ せ い

・通信制
つうしんせい

課程
か て い

設置校
せ っ ち こ う

一覧
いちらん

」（16～22 ページ）を参 照
さんしょう

してください。 

  ※高校
こうこう

によって内容
ないよう

が異
こと

なりますので、詳
くわ

しくは各高校
かくこうこう

へ直 接
ちょくせつ

お問
と

い合
あ

わせください。 

○ 働
はたら

きながら学
まな

ぶ方
かた

等
など

は、勤労
きんろう

学生
がくせい

として所得税
しょとくぜい

の控除
こうじょ

を受
う

けられる場合
ば あ い

があります。 
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Part-time course 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1. Selecting a School 
  In selecting a school, keep the following in mind: 
 (1) Choose a school with a thorough understanding of each school's unique characteristics 

Part-time high schools include general courses, specialized courses (agricultural, industrial, commercial, 
information, combined, and industrial), and comprehensive courses. Some schools offer daytime classes, 
while others offer evening classes, and some schools offer a graded system or credit-based system, depending 
on how credits are earned. 

To select the school that best suits your needs, it is important to fully confirm and understand the type of 
school in advance. 

(2) Choose a school or department after careful consideration of your aptitudes, abilities, career path, and 
learning environment. 

For example, a high school with a regular course of study may be a good choice for students who wish to 
enter a university or junior college. In addition, a high school with a specialized department would be 
suitable for students who wish to acquire specialized knowledge and skills and become active in society as 
soon as possible. Of course, it is also possible to go on to a university from a high school with a specialized 
department. Furthermore, to study while working, it is necessary to choose a school considering the place of 
work and the location of the school. 
＊ If it becomes difficult for you to commute to school due to relocation or other reasons, please do not drop 
out or change your course of study immediately, but consult with your homeroom teacher, the Tokyo 
Metropolitan High School Entrance Examination Consultation Corner listed on the back cover of this guide, 
or the Tokyo Metropolitan Education Consultation Center. Find the best path for you. 
 

2. How much do tuition fees cost? 
(1) Tuition (Academic year: 32,400 yen per year, Credit system: 1,740 yen per credit) 

High School Tuition Support Fund System (hereinafter referred to as "Tuition Support Fund") has been 
introduced since the students enrolled in the 2014 academic year. The Tuition Support Fund is a subsidy for 
families whose guardian's "taxable standard amount of municipal inhabitant's tax in the ward or city × 6% - 
the amount of the adjustment deduction for municipal inhabitant's tax in the ward or city" is less than 
304,200 yen (Annual income ca.9.1million yen). If approved, tuition fees will be waived for students by 
providing the Tuition Support Fund to schools. If the student does not follow the procedures, he/she will be 
required to pay the tuition fee. 

Please note that those who are enrolled in the school beyond the standard term of study (48 months) are 
not eligible for this subsidy.  
Those who have been enrolled in school beyond the standard study period and have dropped out in the past 
may receive the same support as Tuition Support Fund for up to 24 months out of the period of study 
required for graduation under the "Relearning Support Fund System". 

 

 

What is a part-time course? 

A part-time course is a course that offers classes in the evening or during other specified hours, 
and the duration of study is 3 years or more. 

○ In addition to schools where students study at night, there are also schools where students 
can study during the daytime in the metropolitan high school (see "4 What are the class 
hours?" for more information on class hours). 

○ There are two types of schools in the metropolitan high school system: "graded system" 
schools, which allow students to advance to the next grade after earning a set number of 
credits per year and graduate after completing four years (three years in some cases), and 
"Credit-based system" schools, which do not distinguish grades and allow students to 
graduate after earning a set number of credits before graduation. 

○ Most schools offer a 4-year course of study, but some schools allow students to graduate in 3 
years by passing the high school equivalency examination or by receiving credits for courses 
taken in other parts of the day/evening high school system. List of Metropolitan High Schools 
with part-time course and correspondence course" (pages 16-22) for schools where students 
can graduate in three years. 

  The details vary by high school, so please contact each school directly for details. 
Students who study while working may be eligible for an income tax deduction as a working 
student. 
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業
ぎょう

までに必要
ひつよう

な在学
ざいがく

期間
き か ん

のうち、最 長
さいちょう

24 か月
げつ

、就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

と同様
どうよう

の支援
し え ん

を受
う

けられる場合
ば あ い

があります。 

  (2) 学校
がっこう

徴 収
ちょうしゅう

金
きん

 
授 業 料
じゅぎょうりょう

のほかに、各学校
かくがっこう

で定
さだ

められた学校
がっこう

徴 収
ちょうしゅう

金
きん

を納 入
のうにゅう

していただきます。学校
がっこう

徴 収
ちょうしゅう

金
きん

には、授 業
じゅぎょう

や校外
こうがい

学 習
がくしゅう

等
とう

の学校
がっこう

教 育
きょういく

活動
かつどう

に必要
ひつよう

な経費
け い ひ

のうち、生徒
せ い と

・保護者
ほ ご し ゃ

が負担
ふ た ん

する教材費
きょうざいひ

などの経費
け い ひ

（積立金
つみたてきん

）、

給
きゅう

食費
しょくひ

、生徒会
せ い と か い

活動
かつどう

に必要
ひつよう

な経費
け い ひ

（生徒
せ い と

会費
か い ひ

）やＰＴＡ会費
か い ひ

などがあります。各学校
かくがっこう

が定
さだ

めた金額
きんがく

を、指定
し て い

された方法
ほうほう

により納
のう

入
にゅう

してください。 

  (3) 奨 学
しょうがく

のための給付
きゅうふ

金
きん

(奨 学
しょうがく

給付
きゅうふ

金
きん

)  
高校生
こうこうせい

が安心
あんしん

して教 育
きょういく

を受
う

けられるよう、学校
がっこう

徴 収
ちょうしゅう

金
きん

等
とう

の授 業 料
じゅぎょうりょう

以外
い が い

の教育費
きょういくひ

負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

するため、

次
つぎ

のアからウまでの全
すべ

ての要件
ようけん

を満
み

たしている保護者
ほ ご し ゃ

を対 象
たいしょう

に、返済
へんさい

不要
ふ よ う

の給付
きゅうふ

金
きん

を給付
きゅうふ

します。 

ア 高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

又は学
まな

び直
なお

し支援
し え ん

金
きん

の受 給
じゅきゅう

資格
し か く

を有
ゆう

する高校生
こうこうせい

がいること。 

イ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給
じゅきゅう

世帯
せ た い

又
また

は都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

が非課税
ひ か ぜ い

（0円
えん

）（家計
か け い

が急 変
きゅうへん

した

場合
ば あ い

も含
ふく

む。）の世帯
せ た い

であること。 

ウ 保護者
ほ ご し ゃ

が都内
と な い

に住 所
じゅうしょ

を有
ゆう

していること。 

(4) 給付型
きゅうふがた

奨 学
しょうがく

金
きん

 
  平成

へいせい

２９年度
   ね ん ど

から誰
だれ

もが安心
あんしん

して学
まな

び、持てる
も   

可能性
か の う せ い

を最大限
さいだいげん

伸
の

ばすことができるよう、学 習
がくしゅう

の成果
せ い か

 

 を明らか
あき    

にする資格
し か く

試験
し け ん

や学校
がっこう

における勉 強
べんきょう

合 宿
がっしゅく

・語学
ご が く

合 宿
がっしゅく

等
とう

の教 育
きょういく

活動
かつどう

にかかる経費
け い ひ

等
とう

を、保護者
ほ ご し ゃ

の 

代わりに
か    

都
と

が負担
ふ た ん

する都
と

独自
ど く じ

の現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

方式
ほうしき

の奨 学
しょうがく

金
きん

制度
せ い ど

が導 入
どうにゅう

されました。具体的
ぐ た い て き

な対 象
たいしょう

経費
け い ひ

につい 

ては学校
がっこう

によって異なります
こ と       

。生徒
せ い と

・保護者
ほ ご し ゃ

への現金
げんきん

給付
きゅうふ

は原則
げんそく

としてありません。 

 (5) その他
た

 
   働

はたら

きながら学
まな

ぶ方
かた

等
など

は、教科書
きょうかしょ

の購 入
こうにゅう

代金
だいきん

や給 食 代
きゅうしょくだい

等
とう

について補助
ほ じ ょ

金
きん

を受けられる
う     

場合
ば あ い

があります。

また、経済的
けいざいてき

理由
り ゆ う

で修 学
しゅうがく

が困難
こんなん

である場合
ば あ い

、奨 学
しょうがく

資金
し き ん

の貸付制度
か し つ け せ い ど

（東京都
とうきょうと

育英
いくえい

資金
し き ん

）を利用
り よ う

できる可能性
か の う せ い

があります。 

 ※ 上記
じょうき

（1）～（5）に関
かん

する申請
しんせい

方法
ほうほう

等
など

の詳 細
しょうさい

は、入 学
にゅうがく

した学校
がっこう

の経営
けいえい

企画室
き か く し つ

にお問
と

い合
あ

わせください。 

 (6) 主
おも

な支援
し え ん

金
きん

制度
せ い ど

の比較
ひ か く

 
制度
せ い ど

 就 学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

 奨 学
しょうがく

のための給付
きゅうふ

金
きん

 給付型
きゅうふがた

奨 学
しょうがく

金
きん

 

対 象
たいしょう

経費
け い ひ

 授 業 料
じゅぎょうりょう

 
授 業 料
じゅぎょうりょう

以外
い が い

の 
教育費
きょういくひ

の一部
い ち ぶ

 
学校
がっこう

が定める
さだ

教育
きょういく

活動
かつどう

へ 
参加
さ ん か

するための経費
け い ひ

 

対 象
たいしょう

世帯
せ た い

 

区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の課税
か ぜ い

標 準
ひょうじゅん

額
がく

×６％－区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の
調 整
ちょうせい

控除
こうじょ

の額
がく

が 304,200円
えん

未満
み ま ん

の世帯
せ た い

 
（ 年 収

ねんしゅう
約
やく

９１０万円
まんえん

未満
み ま ん

） 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給
じゅきゅう

世帯
せ た い

 並
なら

びに 
都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

が非課税
ひ か ぜ い

（家計
か け い

が急 変
きゅうへん

した場合
ば あ い

も 
含
ふく

む。）の世帯
せ た い

 
（年 収

ねんしゅう
約
やく

２7０万円
えん

未満
み ま ん

） 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給
じゅきゅう

世帯
せ た い

 並
なら

びに 
都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

を合算
がっさん

した額
がく

が 
85,500円

えん
未満
み ま ん

の世帯
せ た い

（家計
か け い

が急 変
きゅうへん

した
場合
ば あ い

も含
ふく

む。） 
（年 収

ねんしゅう
約
やく

３５０万円
えん

未満
み ま ん

） 

支給
しきゅう

金額
きんがく

 

学年制
がくねんせい

 月額
げつがく

2,700 円 
生活
せいかつ

保護
ほ ご

 
受 給
じゅきゅう

世帯
せ た い

 
32,300円

えん
 生活

せいかつ
保護
ほ ご

受 給
じゅきゅう

世帯
せ た い

 並
なら

びに都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

が 
非課税
ひ か ぜ い

の世帯
せ た い

 上 限
じょうげん

50,000円
えん

 

単位制
た ん い せ い

 
１単位

た ん い
につき

1,740円
えん

 

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

（第
だい

１子
し

） 
117,100円

えん
 

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

 
（第

だい
２子

し
） 

143,700円
えん

 
都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

を合算
がっさん

した額
がく

が 
85,500円

えん
未満
み ま ん

の世帯
せ た い

 上 限
じょうげん

30,000円
えん

 
  ※ 令和

れ い わ
５年度

ね ん ど
現在
げんざい

のものであり、対 象
たいしょう

世帯
せ た い

や支給
しきゅう

金額
きんがく

が変更
へんこう

になる可能性
か の う せ い

があります。 
３ 授 業

じゅぎょう
内容
ないよう

や卒 業
そつぎょう

資格
し か く

はどのようになっているか 
 (1) 授 業

じゅぎょう
内容
ないよう

 
   各学校

かくがっこう

においては、国語
こ く ご

、地理
ち り

歴史
れ き し

、公民
こうみん

、数学
すうがく

、理科
り か

、外国語
が い こ く ご

などの各学科
か く が っ か

に共 通
きょうつう

する各教科
かくきょうか

・科目
か も く
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 (2) School fees 
In addition to tuition, students are required to pay school fees determined by each school. School 

fees include expenses necessary for school educational activities such as classes and field trips, such as 
textbooks (reserve fund), school lunch fees, expenses necessary for student council activities (student 
council fee), and PTA membership fees, etc., which are borne by students and parents. Please pay the 
amount set by each school by the designated method. 

(3) Grants for Supplemental Scholarship (Scholarship Benefits) 
To reduce the burden of educational expenses other than tuition fees, such as school levies, etc., so 

that high school students can receive education with peace of mind, the program provides benefits to 
guardians who meet all of the following requirements from a. to c. 
(a) There is a high school student who is eligible to receive the High School Tuition Support Fund or 

the Re-learning Support Fund. 
(b) The applicant must be a welfare recipient household or a household exempt from taxation (0 yen) 

for prefectural and municipal inhabitant's taxes (including the case of a sudden change in household 
finances).  

(c) The guardian must have an address in Tokyo. 
(4) Stipend-type Scholarship 

From the fiscal year 2009, to ensure that everyone can learn and develop their potential to the fullest, 
the Tokyo Metropolitan Government has introduced a unique scholarship system, on behalf of the parents, 
that will cover the costs of educational activities such as qualification exams, study camps, language camps, 
and so on. The specific expenses to be covered vary from school to school. In principle, there is no cash 
payment to students or parents. 

(5) Others 
     Students who are studying while working may be eligible for subsidies for textbooks and school 

lunches. In addition, students who have financial difficulties may be able to use the scholarship loan 
system (Tokyo Metropolitan Scholarship Fund). 

 ※ For details on how to apply for the above (1) through (5), please contact the Corporate Planning Office of 
the school where you were enrolled. 

(6) Comparison of major aid programs 
System 

Tuition Support Fund 
Grants for Supplemental 

Scholarship 
Stipend-type Scholarship 

Eligible 
expenses 

Tuition fee 
A portion of educational expenses 
other than tuition 

Expenses for participation in 
educational activities as 
determined by the school 

Eligible 
househol
ds 

Households whose ward 
municipal inhabitant tax base 
amount x 6% - The amount of 
adjusted deductions for ward 
municipal inhabitant tax is 
less than 304,200 yen (annual 
income of less than approx. 9.1 
million yen) 

Households receiving public 
assistance and households exempt 
from prefectural and municipal 
income tax (including cases of 
sudden change in household 
finances) Households receiving 
public assistance (annual income 
of less than approx. 2.7 million 
yen) 

Households receiving public 
assistance, and households whose 
combined prefectural and 
municipal taxable income is less 
than 85,500 yen (including cases of 
sudden change in household 
finances) (annual income of less 
than approx. 3.5 million yen) 

Amount 
paid 

Grade 
system 

2,700 yen per 
month 

Household
s receiving 

public 
assistance 

¥32,300  
Sambahayang tumatanggap ng 
pampublikong tulong at mga tax 
exempt, limitasyon:￥50,000 

Credit 
system 

1,740 yen per 
credit 

Tax-
exempt 

household 
(1st child) 

¥117,100  

Tax-
exempt 

households 
(2nd child) 

¥143,700 

Sambahayan na ang  
prefectural at municipal income 
tax ay mas mababa sa 
￥85,500, ￥30,000 maximum 

  ※ The information is as of 2023, and the eligible households and payment amounts are subject to change. 

３ What are the course content and graduation requirements? 

 (1) Course contents 
     At each school, students mainly study subjects that are common to each department, such as 

Japanese language, Geography and History, Civics, Mathematics, Science, and foreign languages. In 
specialized departments, in addition to the subjects common to each department, students study 
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を主
しゅ

として学 習
がくしゅう

します。専門
せんもん

学科
が っ か

においては、各学科
か く が っ か

に共 通
きょうつう

する各教科
かくきょうか

・科目
か も く

のほかに農 業
のうぎょう

、工 業
こうぎょう

、

商 業
しょうぎょう

など、それぞれ主
しゅ

として専門
せんもん

学科
が っ か

において開設
かいせつ

される各教科
かくきょうか

・科目
か も く

を学 習
がくしゅう

します。 

   また、総合
そうごう

学科
が っ か

の高校
こうこう

では、各学科
か く が っ か

に共 通
きょうつう

する各教科
かくきょうか

・科目
か も く

と主
しゅ

として専門
せんもん

学科
が っ か

に開設
かいせつ

される各教科
かくきょうか

・ 

科目
か も く

の両 方
りょうほう

から科目
か も く

を選択
せんたく

し、総合的
そうごうてき

に学 習
がくしゅう

できます。 

 (2) 卒 業
そつぎょう

資格
し か く

 
ア ３年

ねん

以上
いじょう

在籍
ざいせき

する。 

イ 必
ひつ

履修
りしゅう

科目
か も く

を全
すべ

て履修
りしゅう

し、74単位
た ん い

以上
いじょう

を修 得
しゅうとく

する。 

ウ 特別
とくべつ

活動
かつどう

の成果
せ い か

がその目 標
もくひょう

からみて満足
まんぞく

できると認
みと

められる。 

 ※ 高校
こうこう

によって内容
ないよう

に若 干
じゃっかん

の差異
さ い

があるので、詳
くわ

しくは各高校
かくこうこう

へ 直
ちょく

接
せつ

お問
と

い合
あ

わせください。全日制
ぜんにちせい

課程
か て い

と卒 業
そつぎょう

資格
し か く

等
とう

の違
ちが

いはありません。 

 

４ 授 業
じゅぎょう

時間
じ か ん

はどのようになっているか 
 (1) 夜間

や か ん
の定時制

て い じ せ い
課程
か て い

 
   午後

ご ご

５時
じ

30分
ふん

頃
ごろ

から午後
ご ご

９時
じ

頃
ごろ

までの、１日
にち

４時間
じ か ん

授 業
じゅぎょう

です（ 給 食
きゅうしょく

の時間
じ か ん

は、始業前
しぎょうまえ

又
また

は第
だい

１時限
じ げ ん

終了後
しゅうりょうご

に設定
せってい

している学校
がっこう

がほとんどです。）。 

なお、単位制
た ん い せ い

高校
こうこう

の六郷
ろくごう

工科
こ う か

高校
こうこう

、飛鳥
あ す か

高校
こうこう

、青梅
お う め

総合
そうごう

高校
こうこう

及
およ

び東久留米
ひ が し く る め

総合
そうごう

高校
こうこう

では、午後
ご ご

３時
じ

45分
ふん

頃
ごろ

からの１日
にち

６時間
じ か ん

授 業
じゅぎょう

を受
う

けることもできます。 

 (2) 三部制
さ ん ぶ せ い

を採
と

る単位制
た ん い せ い

の定時制
て い じ せ い

課程
か て い

 
（一 橋

ひとつばし
、浅草

あさくさ
、荻窪

おぎくぼ
、八王子

は ち お う じ
拓
たく

真
しん

、砂川
すなかわ

、六本木
ろ っ ぽ ん ぎ

、大江戸
お お え ど

、世田谷
せ た が や

泉
いずみ

、稔ヶ丘
みのりがおか

、桐ヶ丘
き り が お か

、小台
お だ い

橋
ばし

） 
 

 

上記
じょうき

は一例
いちれい

です。授 業
じゅぎょう

時間帯
じ か ん た い

は、学校
がっこう

によって若 干
じゃっかん

異
こと

なります。   

 (3) 四
よん

部
ぶ

制
せい

を採
と

る単位制
た ん い せ い

の定
てい

時
じ

制
せい

課程
か て い

（新 宿
しんじゅく

山吹
やまぶき

高校
こうこう

） 
 

                  
 

 

５ 部活動
ぶ か つ ど う

にはどのようなものがあるか 
 部活動

ぶ か つ ど う

は、放課後
ほ う か ご

等
とう

に希望
き ぼ う

する者
もの

同士
ど う し

で活動
かつどう

します。以下
い か

に主
おも

なものを挙
あ

げました。部活動
ぶ か つ ど う

を通
とお

して友 情
ゆうじょう

を

深
ふか

め、高校
こうこう

生活
せいかつ

の良
よ

い思
おも

い出
で

を作
つく

りましょう。 

  また、定時制
て い じ せ い

・通信制
つうしんせい

生徒
せ い と

のための「東京都
とうきょうと

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

定時制
て い じ せ い

通信制
つうしんせい

課程
か て い

芸 術
げいじゅつ

祭
さい

」、「東京都
とうきょうと

高等学校
こうとうがっこう

定時制
て い じ せ い

通信制
つうしんせい

生徒
せ い と

生活
せいかつ

体験
たいけん

発表会
はっぴょうかい

」、「東京都
とうきょうと

高等学校
こうとうがっこう

体育
たいいく

連盟
れんめい

定時制
て い じ せ い

通信制
つうしんせい

総合
そうごう

体育
たいいく

大会
たいかい

」等
とう

があり、さらに、全国
ぜんこく

大会
たいかい

が開
ひら

かれる大会
たいかい

もあります。 

 (1) 文化部
ぶ ん か ぶ

 
演劇
えんげき

・写真
しゃしん

・美術
びじゅつ

・漫画
ま ん が

・文芸
ぶんげい

・囲碁
い ご

・将棋
しょうぎ

・天文
てんもん

・パソコン・軽音楽
けいおんがく

・茶道
さ ど う

・英語
え い ご

 等
とう

 

 (2) 運動部
う ん ど う ぶ

 
野球
やきゅう

・サッカー・バスケットボール・バレーボール・テニス・卓 球
たっきゅう

・バドミントン・柔 道
じゅうどう

・剣道
けんどう

・

陸 上
りくじょう

・水泳
すいえい

 等
とう

 

部
ぶ

 授 業
じゅぎょう

時間
じ か ん

（例
れい

） 

１部
ぶ

 午前
ご ぜ ん

８時
じ

50分
ふん

～午後０時
じ

30分
ふん

 

２部
ぶ

 午後
ご ご

１時
じ

15分
ふん

～午後
ご ご

４時
じ

55分
ふん

 

３部
ぶ

 午後
ご ご

５時
じ

20分
ふん

～午後
ご ご

９時
じ

05分
ふん

 

部
ぶ

 授 業
じゅぎょう

時
じ

間
かん

 

１部
ぶ

（普通科
ふ つ う か

） 午前
ご ぜ ん

 ８ 時
じ

40分
ふん

～午後
ご ご

０時
じ

20分
ふん

 

２部
ぶ

（普通科
ふ つ う か

・情報科
じょうほうか

） 午前
ご ぜ ん

10時
じ

40分
ふん

～午後
ご ご

２時
じ

50分
ふん

 

３部
ぶ

（普通科
ふ つ う か

） 午後
ご ご

 １ 時
じ

10分
ふん

～午後
ご ご

４時
じ

50分
ふん

 

４部
ぶ

（普通科
ふ つ う か

・情報科
じょうほうか

） 午後
ご ご

 ５ 時
じ

25分
ふん

～午後
ご ご

９時
じ

10分
ふん

 

※「１部
ぶ

」に在籍
ざいせき

する生徒
せ い と

が 

 「２部
ぶ

」の授 業
じゅぎょう

の一部
い ち ぶ

を履修
りしゅう

す

るなどの「他部
た ぶ

履修
りしゅう

」も可能
か の う

です。 

※「１部
ぶ

」に在籍
ざいせき

する生徒
せ い と

が 

 「２部
ぶ

」の授 業
じゅぎょう

の一部
い ち ぶ

を履修
りしゅう

す

るなどの「他部
た ぶ

履修
りしゅう

」も可能
か の う

です。 
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subjects such as Agriculture, Industry, and Commerce, which are mainly established in each specialized 
department. 

Furthermore, at high schools with integrated departments, students can choose subjects that are 

common to each department, as well as subjects that are offered in specialized departments, allowing 

them to study comprehensively.  

 (2) Graduation qualification 

A.  At least 3 years of enrollment is required. 

B.  Complete all required courses and earn at least 74 credits. 

C.  The results of special activities are considered satisfactory in terms of their objectives. 

 ※ There are slight differences in content among high schools, so please contact each high school 

directly for details. There is no difference between the full-time courses in graduation qualifications 

etc.  

４ What are the class hours? 

 (1) Evening part-time course 

  Classes are held for four hours a day from approximately 5:30 p.m. to 9:00 p.m. (Most schools have lunch-

time before or after the first period. 

At Rokugo-koka, Asuka, Ome-sogo, and Higashi-Kurume sogo, students can take classes for six hours a 

day starting around 3:45 p.m.  

(2) Three-part credit-based part-time course 

（Hitotsubashi, Asakusa, Ogikubo, Hachioji-Takuma, Sunagawa, Roppongi, Oedo, Setagaya-Izumi, 

Minorigaoka, Kirigaoka, Odaibashi） 

 

The above is an example. Class hours vary slightly among the schools.   

 (3) Four-part credit-based part-time course（Shinjuku-Yamabuki） 

 
                  

 

５ What kind of club activities are available? 

Club activities are held after school and other activities among those who wish to join. The main club activities are listed 

below. Let's deepen your friendship through club activities and make good memories of your high school life. 

There are also the "Tokyo Metropolitan High School Part-time/ Correspondence Course Art Festival," the "Tokyo 

Metropolitan High School Part-time/ Correspondence Course Life Experience Presentation," and the "Tokyo Metropolitan 

High School Athletic Federation Part-time Correspondence Course Comprehensive Athletic Meet" for Part-time and 

correspondence course students, as well as other events where national competitions are held. 

(1) Cultural Affairs Department 

Drama, Photography, Fine Arts, Manga, Literature, Go, Shogi, Astronomy, Computer, Light Music, Tea Ceremony, 

English, etc. 

(2) Sports club (e.g. at school) 

Baseball, soccer, basketball, volleyball, tennis, table tennis, badminton, judo, kendo, track & field, swimming, etc. 

Parts Class hours (example) 

1st Part 8:50 a.m. - 12:30 p.m. 

2nd Part 1:15 pm - 4:55 pm 

3rd Part 5:20 pm - 9:05 pm 

Parts Class hours 

1st Part (General Course) 8:40 a.m. - 12:20 p.m. 

2nd Part (General /Information courses) 10:40 a.m. – 2:50 pm 

3rd Part (General course) 1:10 pm - 4:50 pm 

4th Part (General & Information courses） 5:25 pm - 9:10 pm 

※ Students enrolled in the first 

part can take some of the 

classes in the second part, etc. 

※ Students enrolled in the 

first part can take some of 

the classes in the second 

part, etc. 
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６ 応募
お う ぼ

資格
し か く

や出 願
しゅつがん

方法
ほうほう

はどのようになっているか 
 (1) 応募

お う ぼ
資格
し か く

 
   次

つぎ

のア又
また

はイのどちらかに該当
がいとう

し、都内
と な い

に住 所
じゅうしょ

もしくは勤務先
き ん む さ き

を有
ゆう

する者
もの

又
また

は入 学
にゅうがく

日
び

までに都内
と な い

に

住 所
じゅうしょ

若
も

しくは勤務先
き ん む さ き

を有
ゆう

することが確実
かくじつ

な者
もの

（入学後
にゅうがくご

も引
ひ

き続
つづ

き都内
と な い

に住 所
じゅうしょ

又
また

は勤務先
き ん む さ き

を有
ゆう

すること

が確実
かくじつ

であること。） 

   なお、既
すで

に高校
こうこう

を卒 業
そつぎょう

している者
もの

が、卒 業
そつぎょう

した学科
が っ か

と同一
どういつ

の学科
が っ か

に再入学
さいにゅうがく

することはできません。 

ア 令和
れ い わ

６年
ねん

３月
がつ

に中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

する見込
み こ

みの者
もの

又
また

は既
すで

に中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

している者
もの

 

  イ 相当
そうとう

年齢
ねんれい

に達
たっ

し、中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

した者
もの

と同等
どうとう

以上
いじょう

の学 力
がくりょく

があると認定
にんてい

された者
もの

 

(2) 出 願
しゅつがん

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

 
ア 中学校

ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

する見込
み こ

みの者
しゃ

 

(ア) 入 学
にゅうがく

願 書
が ん し ょ

・・・推薦
すいせん

に基
もと

づく入試
にゅうし

、第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

において、インターネットを

活用
かつよう

した出 願
しゅつがん

（以下「インターネット出 願
しゅつがん

」といいます。）を実施
じ っ し

します。

令和
れ い わ

５年
ねん

10月
がつ

１日
にち

以降
い こ う

に撮影
さつえい

した正 面
しょうめん

上半身
じょうはんしん

脱帽
だつぼう

の顔
かお

写真
じゃしん

の画像
が ぞ う

を添付
て ん ぷ

す

る必要
ひつよう

があります。 入 力
にゅうりょく

方法
ほうほう

の詳 細
しょうさい

については、後日
ご じ つ

、東京都
とうきょうと

教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

のホームページなどで公 表
こうひょう

します。 

 なお、第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

においてやむを得
え

ずインターネット出 願
しゅつがん

ができない場合
ば あ い

、また分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

・第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

においては、所定
しょてい

の入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

により出 願
しゅつがん

を 行
おこな

うこととし、入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

は都立
と り つ

高校
こうこう

共 通
きょうつう

の様式
ようしき

を使用
し よ う

し

ます。記入
きにゅう

の仕方
し か た

など御不明
ご ふ め い

な点
てん

については各高校
かくこうこう

にお問
と

い合
あ

わせください。

ただし、一 橋
ひとつばし

、新 宿
しんじゅく

山吹
やまぶき

、荻窪
おぎくぼ

、六本木
ろ っ ぽ ん ぎ

、大江戸
お お え ど

、世田谷
せ た が や

泉
いずみ

、稔ヶ丘
みのりがおか

、

桐ヶ丘
き り が お か

及
およ

び小台
お だ い

橋
ばし

の各高校
かくこうこう

の入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

は、各校
かくこう

独自
ど く じ

の様式
ようしき

となりますので、

各高校
かくこうこう

にお問
と

い合
あ

わせください。 

(イ) 調 査 書
ち ょ う さ し ょ

・・・出 身
しゅっしん

中学校
ちゅうがっこう

で作成
さくせい

し、都立
と り つ

高校長宛
こうこうちょうあ

ての親展
しんてん

扱
あつか

いとします。ただし、

六本木
ろ っ ぽ ん ぎ

、大江戸
お お え ど

、世田谷
せ た が や

泉
いずみ

、稔ヶ丘
みのりがおか

、桐ヶ丘
き り が お か

、小台
お だ い

橋
ばし

及
およ

び八王子
は ち お う じ

拓
たく

真
しん

（チャ

レンジ枠
わく

）の各高校
かくこうこう

では調査書
ちょうさしょ

の提 出
ていしゅつ

は必要
ひつよう

ありません。 

(ウ) 自己
じ こ

ＰＲカード・・・志望
し ぼ う

理由
り ゆ う

や、中学校
ちゅうがっこう

で取
と

り組
く

んできた学 習
がくしゅう

や様々
さまざま

な活動
かつどう

から得
え

たことなど、

志望校
し ぼ う こ う

に 最
もっと

も伝
つた

えたいことを 自
みずか

ら記入
きにゅう

します。記入
きにゅう

に際
さい

しては、各高校
かくこうこう

が示
しめ

している「本校
ほんこう

の期待
き た い

する生徒
せ い と

の 姿
すがた

」を参考
さんこう

にしてください。ただし、

六本木
ろ っ ぽ ん ぎ

、大江戸
お お え ど

、世田谷
せ た が や

泉
いずみ

、稔ヶ丘
みのりがおか

、桐ヶ丘
き り が お か

、小台
お だ い

橋
ばし

及
およ

び八王子
は ち お う じ

拓
たく

真
しん

（チャ

レンジ枠
わく

）の各高校
かくこうこう

では、自己
じ こ

ＰＲカードの代
か

わりに、学校
がっこう

所定
しょてい

の「志願
し が ん

申告書
しんこくしょ

」の提 出
ていしゅつ

が必要
ひつよう

です。 

   (エ) 入 学
にゅうがく

考査料
こうさりょう

・・・950円
えん

を、インターネット出 願
しゅつがん

では、出 願
しゅつがん

サイト 上
じょう

で決済
けっさい

（クレジットカ

ードによる決済
けっさい

を 行
おこな

うことが可能
か の う

です）するか、納付書
の う ふ し ょ

を用
もち

いて納付書
の う ふ し ょ

裏面
うらめん

に記載
き さ い

の金融
きんゆう

機関
き か ん

等
とう

に納付
の う ふ

し、その 領 収
りょうしゅう

証 書
しょうしょ

の画像
が ぞ う

を出 願
しゅつがん

サイトにアップ

ロードします。所定
しょてい

の入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

を用
もち

いる場合
ば あ い

は、納付書
の う ふ し ょ

を用
もち

いて納付
の う ふ

し、そ

の 領 収
りょうしゅう

証 書
しょうしょ

を入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

の裏面
うらめん

に貼
は

り付けます。ただし、営 業
えいぎょう

時間
じ か ん

終 了
しゅうりょう

等
など

で金融
きんゆう

機関
き か ん

等
とう

に納付
の う ふ

できない場合
ば あ い

は、入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

提 出
ていしゅつ

の際
さい

に志願
し が ん

する高校
こうこう

に

現金
げんきん

で納付
の う ふ

してください。 
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６ Eligibility requirements and Application procedures 

 (1) Eligibility for application 

The applicant must fall under either of the following a. or b. and have a residence or place of employment in 

Tokyo, and be certain to keep the residence or place of employment till the date of admission (Regarding where you 

live or work for must be in Tokyo after admission). 

Be noted that high school graduates may not be re-admitted to the same department from which they graduated. 

a. March 2024 junior high school graduate expectant, or those who have already graduated. 

b. Those who have reached the appropriate age and have been certified as having academic ability equivalent or 

superior to that of a junior high school graduate.  

(2) Documents required for application 

a. Prospective junior high school graduates 

(a) Admission application form 

Applications via the Internet ("Internet Application") will be accepted for entrance examinations based 

on recommendations and for the first round of applications and split first-semester applications. The 

following is a list of the applications to be submitted via the Internet. Applicants are required to attach an 

image of a frontal photo taken on or after October 1, 2023. Details on how to enter the application 

information will be announced later on the Tokyo Metropolitan Board of Education's website. 

  In addition, if it is unavoidable to apply online for the first round of recruitment/split first-term 

recruitment, or for the latter half-split recruitment/second-round recruitment, applications must be made 

using the prescribed application form. Please contact each high school if you have any questions about how 

to fill out the application form. However, the application forms for Hitotsubashi, Shinjuku-Yamabuki, 

Ogikubo, Roppongi, Oedo, Setagaya-Izumi, Minorigaoka, Kirigaoka, and Odaibashi high schools are unique 

to each school. 

(b) Research report 

It will be prepared by the applicant's former junior high school and sent to the principal of the 

metropolitan high school as a personal letter. However, Roppongi, Oedo, Setagaya-Izumi, Minorigaoka, 

Kirigaoka, Odaibashi, and Hachioji-Takushin (Challenge bracket) high schools are not required to submit a 

research report. 

(c) Self PR card 

You can write your reasons for applying, what you have gained from your studies and activities in junior 

high school, and what you would like to tell the school you choose. When filling out the form, please refer to 

the "The students of our school exects” indicated by each high school. Please note that Roppongi, Oedo, 

Setagaya-Izumi, Minorigaoka, Kirigaoka, Odaibashi, and Hachioji-Takushin (Challenge bracket) high 

schools require the submission of the "Application form" prescribed by the school instead of the Self-PR 

Card. 

(d) Entrance examination fee 

For online applications, pay 950 yen on the application site (credit card is accepted) or use the 

payment slip to pay the amount to the banks, etc. shown on the back of the payment slip, and upload the 

image of the receipt to the application site. If you use the prescribed application form, please pay using the 

payment slip and attach the receipt to the back of the application form. However, if you are unable to pay 

at the financial institution, etc. due to closing hours, etc., please pay in cash at the high school of your 

choice when you submit the application for admission. 
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イ 既
すで

に中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

している者
もの

 

(ア) 上記
じょうき

ア(ア)から(エ)まで（ただし、令和
れ い わ

６年
ねん

３月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

満
まん

20歳
さい

以上
いじょう

の者
もの

は、上記
じょうき

ア(イ)の代
か

わりに卒 業
そつぎょう

証明書
しょうめいしょ

が必要
ひつよう

です。） 

(イ) 住 民 票
じゅうみんひょう

記載
き さ い

事項
じ こ う

証明書
しょうめいしょ

又
また

は都内
と な い

の勤務先
き ん む さ き

（見込
み こ

みを含
ふく

む。）を証 明
しょうめい

する書類
しょるい

 

(ウ) 令和
れ い わ

６年
ねん

３月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

満
まん

１８歳
さい

以上
いじょう

（平成
へいせい

1８年
ねん

４月
がつ

１日
にち

以前
い ぜ ん

に 出 生
しゅっしょう

）の者
もの

で、希望
き ぼ う

する者
もの

については学 力
がくりょく

検査
け ん さ

を 行
おこな

わず、面接
めんせつ

及
およ

び作文
さくぶん

により選考
せんこう

します（これを「定時制
て い じ せ い

成人
せいじん

受検者
じゅけんしゃ

特別
とくべつ

措置
そ ち

」といいます。）。希望
き ぼ う

する者
もの

は上記
じょうき

のほか、「成人
せいじん

受検者
じゅけんしゃ

特別
とくべつ

措置
そ ち

申請書
しんせいしょ

（所定
しょてい

の用紙
よ う し

）」を

入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

等
とう

に添付
て ん ぷ

して提 出
ていしゅつ

してください。ただし、定時制
て い じ せ い

課程
か て い

単位制
た ん い せ い

（※）及
およ

び通信制
つうしんせい

課程
か て い

の

高校
こうこう

では、この措置
そ ち

を適用
てきよう

しません。 

なお、選考
せんこう

に当
あ

たっては、中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

する見込
み こ

みの者
もの

及
およ

び既
すで

に中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

した者
もの

（ただ

し、定時制
て い じ せ い

成人
せいじん

受検者
じゅけんしゃ

特別
とくべつ

措置
そ ち

適用者
てきようしゃ

を除
のぞ

く。）からの合格者
ごうかくしゃ

を決定
けってい

することに努
つと

めた後
あと

、定時制
て い じ せ い

成人
せいじん

受検者
じゅけんしゃ

特別
とくべつ

措置
そ ち

適用者
てきようしゃ

からの合格者
ごうかくしゃ

を決定
けってい

するものとします。 

（※）定時制
て い じ せ い

課程
か て い

単位制
た ん い せ い

の高校
こうこう

：一 橋
ひとつばし

、新 宿
しんじゅく

山吹
やまぶき

、浅草
あさくさ

、荻窪
おぎくぼ

、飛鳥
あ す か

、板橋
いたばし

有徳
ゆうとく

、八王子
は ち お う じ

拓
たく

真
しん

、 

砂川
すながわ

、六郷
ろくごう

工科
こ う か

、青梅
お う め

総合
そうごう

、東久留米
ひ が し く る め

総合
そうごう

、六本木
ろ っ ぽ ん ぎ

、大江戸
お お え ど

、 

世田谷
せ た が や

泉
いずみ

、稔ヶ丘
みのりがおか

、桐ヶ丘
き り が お か

、小台
お だ い

橋
ばし

 

 (3) 出 願
しゅつがん

方法
ほうほう

 
  ア 第一次

だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

 

志願者
し が ん し ゃ

は、インターネット出 願
しゅつがん

を 行
おこな

うとともに、出 願
しゅつがん

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

を出 願
しゅつがん

受付期間
う け つ け き か ん

に必 着
ひっちゃく

する

よう、都立
と り つ

高校
こうこう

に、簡易
か ん い

書留
かきとめ

郵便
ゆうびん

等
とう

の追跡
ついせき

可能
か の う

かつ対面
たいめん

で受
う

け渡
わた

される方法
ほうほう

で提 出
ていしゅつ

してください。た

だし、都内
と な い

の中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

している方
かた

は、中学校
ちゅうがっこう

が出 願
しゅつがん

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

をまとめて都立
と り つ

高校
こうこう

に送付
そ う ふ

し

ます。 

なお、受付期間内
う けつけき かん な い

に出 願
しゅつがん

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

を郵送
ゆうそう

することができないやむを得
え

ない事情
じじょう

がある場合
ば あ い

には、

志願
し が ん

する都立
と り つ

高校
こうこう

に連絡
れんらく

の上
うえ

で、持参
じ さ ん

により提 出
ていしゅつ

することができます。 

イ 分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

・第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

以降
い こ う

 

入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

受付期間中
うけつけきかんちゅう

に、志願
し が ん

する高校
こうこう

の窓口
まどぐち

に出 願
しゅつがん

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

を提 出
ていしゅつ

してください。 

なお、郵送
ゆうそう

により出 願
しゅつがん

する場合
ば あ い

は、入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

提 出
ていしゅつ

期限
き げ ん

までに簡易
か ん い

書留
かきとめ

郵便
ゆうびん

で到 着
とうちゃく

したものに限
かぎ

り

受
う

け付
つ

けます。その際
さい

、提 出
ていしゅつ

書類
しょるい

に、受検票
じゅけんひょう

返送用
へんそうよう

の定型
ていけい

（長 形
ちょうけい

３号
ごう

）の封筒
ふうとう

（返信
へんしん

時
じ

の宛先
あてさき

とし

て、志願者
し が ん し ゃ

の住 所
じゅうしょ

・氏名
し め い

を明記
め い き

の上
うえ

、返信用
へんしんよう

切手
き っ て

を貼
は

り付
つ

けたもの）を同封
どうふう

してください。 

 (4) 入試
にゅうし

日程
にってい

及
およ

び受検
じゅけん

科目
か も く

等
とう

 
次
じ

ページ以降
い こ う

の「令和
れ い わ

６年
ねん

度
ど

入試
にゅうし

日程
にってい

」及
およ

び別 表
べっぴょう

１～３「都立
と り つ

高校定
こうこうてい

時制
じ せ い

課程
か て い

 受検
じゅけん

教科
きょうか

等
とう

」を

参 照
さんしょう

してください。 

  (5) 入 学 料
にゅうがくりょう

 
合格者
ごうかくしゃ

には、合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

時
じ

に「入 学 料
にゅうがくりょう

納 入
のうにゅう

通知書
つ う ち し ょ

」を交付
こ う ふ

しますので、指定
し て い

の日
ひ

までに入 学 料
にゅうがくりょう

2,100円
えん

を金融
きんゆう

機関
き か ん

等
とう

で納付
の う ふ

してください。 

   なお、納付
の う ふ

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

には、入 学 料
にゅうがくりょう

を減額
げんがく

又
また

は免除
めんじょ

する制度
せ い ど

があります。 

 

７ 単位制
たんいせい

高校
こうこう

について 
  単位制

た ん い せ い

高校
こうこう

（定時制
て い じ せ い

課程
か て い

）は、誰
だれ

でも、必要
ひつよう

に応
おう

じて高校
こうこう

教 育
きょういく

が受
う

けられるようにすることを目的
もくてき

とし

ています。他
た

の高校
こうこう

での在学
ざいがく

期間
き か ん

及
およ

び修得単位
しゅうとくたんい

も累積
るいせき

加算
か さ ん

して、３年
ねん

以上
いじょう

高校
こうこう

に在学
ざいがく

し、所定
しょてい

の単位
た ん い

を

修 得
しゅうとく

すれば、卒 業
そつぎょう

資格
し か く

が得
え

られます。 
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b. Those who have already graduated from junior high school 

(a) However, those who are 20 years old or older as of March 31, 2024, need to submit a graduation certificate 

instead of (a) (b) above. 

(b) Certificate of residence or a document certifying the place of employment (including prospective employer) in 

Tokyo. 

(c) Those who are 18 years old or older as of March 31, 2024 (born before April 1, 2006) and who wish to apply will 

be selected based on an interview and an essay, instead of an academic achievement test (This is called the 

"Special Measures for Adult Examinees for Regular Course"). Those who wish to apply should submit the 

"Application for Special Measures for Adult Examinees (designated form)" in addition to the above, along with 

the application form. However, this measure does not apply to high schools that offer credit courses for regular 

courses* and correspondence courses. 

In the selection process, the school will try to select applicants expected to graduate from 

junior high school and those who have already graduated (Excluding persons to whom special measures are 

applied for part-time adult examinees), and then determine the successful applicants from those who are 

eligible for the special measures for adult examinees for the part-time course. 

※）High school with a part-time course credit system:  Hitotsubashi, Shinjuku-Yamabuki, 

Asakusa, Ogikubo, Asuka, Itabashi-Yutoku, Hachioji- Takuma, Sunagawa, Rokugo-koka, Ome Sogo, 

Higashikurume Sogo, Roppongi, Oedo, Setagaya-Izumi, Minorigaoka, Kirigaoka, Odaibashi 

(3) How to apply 

  a. First call for applications and split first applications 

Applicants are to submit the application online and also submit the documents required for the application 

to the metropolitan high school by a traceable face-to-face delivery method such as registered mail so that they 

arrive by the application deadline. However, if you are enrolled in a junior high school in Tokyo, your school will 

compile the documents necessary for application and send them to the metropolitan high school. 

In addition, if you are unable to mail the documents for application during the application period due to 

unavoidable circumstances, you may contact the metropolitan high school to which you wish to apply and 

submit the documents in person. 

b.  Split late application and after the second application 

During the application period, please submit the necessary documents for application to the office of the 

high school to which you wish to apply. 

Applications by post will only be accepted when arriving by registered mail by the application deadline 

applications that arrive by registered mail by the deadline for submission of the application form. Please enclose 

a self-addressed, stamped, standard-size (long size #3) envelope for returning the application form with the 

application documents. 

(4) Entrance examination schedule and subjects 

Please refer to the "Entrance examination schedule for 2024" on the next page and Appendix 1-3 "Subjects to 

be examined in the part-time course of the Tokyo Metropolitan High Schools". 

(5) Entrance fee 

Those who have passed will receive an "Admission Fee Payment Notice" at the time of the 

announcement of acceptance. 

     Also, there is a system to reduce or exempt the admission fee, for those who have difficulty paying it. 

 ７ About Credit-Based High Schools 

    The credit-based high school (part-time course) is meant for anyone to receive a high school education on an as-

needed basis. Students are eligible for graduation if they have attended high school for at least three years with the 

required credits, including the cumulative total of credits gained and the period at other high schools. 

 


